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当社は、創立当初より益々多様化する製品に対する部材供給者としての信用を基盤に

少数精鋭(人材)

スピード対応(営業)

少量多品種(商品)

を経営理念にすえ、衣食住の「住」の分野に経営資源を集中することによって、

住環境改善・向上に寄与することを理念とする。

よりよい住宅用部品をお客様へ継続的に供給し顧客満足の向上をはかります。

1.顧客が規定した要求事項及び品質マネジメントシステムの有効性の

　継続的改善を推進します。

2.住宅用資材としての用途に応じた要求事項は遵守します。

3.製品に関する法令・規制要求事項は遵守します。

この品質方針は全従業員に周知徹底し、品質維持に関する意識の向上をはかります。

ISO9001　認証登録　2010年6月18日

(整理・整頓・清掃・清潔・習慣)

会社がより良くなるように活動を継続します。

経営理念

品質目標

5S改善活動の推進

双 葉 実 業 株 式 会 社

代表取締役　野村　廣二
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１ ．

２ ．

３ ．

４ ．

５ ．

６ ．

７ ．

代表取締役

改定日：

事業活動の全域で、環境汚染を未然に防止すると共に、省資源、省エネを推進、
差別化商品の開発に注力し企業価値を向上させ住宅部品の提供に心がけます。

５Ｓ（整理・整頓・清掃・習慣・清潔）による作業改善活動を高めるため社
内広報活動を実施します。

グリーン購入の推進（事務用品）

販売時の包装を簡易化する。

環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。

全ての従業員に環境方針を周知します。

    ＜基本理念＞

著しい負荷項目に対する改善目標管理、特に、ＣＯ２排出量抑制、廃棄物排出量
抑制、改善目標値を設けて目標管理を行う。総排水量に付いては目標値設定な
し。
（社内廃棄物の分別を徹底し、リサイクルに貢献する。）

2005年7月12日

2021年2月18日

双 葉 実 業 株 式 会 社

当社は地球環境保全が人類共通の課題であること、及び企業の社
会的責任であることを認識し、経営の重点課題の一つに位置づけ
事業活動の全領域で環境保全に配慮し、社会貢献活動することに
より、住み良い環境の実現とその環境の次世代への継承に自主
的・積極的に貢献します。

環　境　経　営　方　針

制定日：
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      □組織の概要
更新日：

  （１）     名称及び代表者名
双 葉 実 業 株 式 会 社

代表取締役 野村　廣二

（２）   所在地
本　　　社   大阪府大阪市中央区島之内1丁目１２－２３　　
東大阪配送センター   大阪府東大阪市長田中４丁目４－７

（３）   環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　  野村社長 TEL：06-6252-3680

担当者 本社  岡部部長 TEL：06-6252-3680

担当者 東大阪配送センター  稲嶺 TEL：06-6748-2835

（４）   事業内容

住宅用関連部材の仕入れ・販売及び商品開発・設計

主要製品：金属関係・蝶番・手摺・ハンドル・樹脂関係等

（５）   事業の規模

製品出荷額 億円

従業員　　　　　名 名 名 名
延べ床面積　　　㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６）   事業年度 1 月 1 日 ～ 12 月 31 日

  □認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 双 葉 実 業 株 式 会 社

対象事業所： 本　　　社

東大阪配送センター

対象外： なし（全社認証取得範囲）

活動： 住宅用関連部材の仕入れ・販売及び商品開発・設計

  □事業や製品（商品）の紹介

3514

2023年2月17日

2600
21

【安全・福祉・環境に配慮した商品を提供します。】

本　　　社

400 2200

東大阪配送センター 合　計

39.4
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更新日：

役割（責任）

ﾘｰﾀﾞｰ　：　ＥＡ２１事務局の指示に従って、目標、計画を立案、「環境活動計画」　を実行する。

2022年3月1日□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

社長　：　ＥＡ２１に関する全ての責任と権限を持ち全体を統合する。

事務局　：　環境管理責任者の指示に従い本社及び配送センター間の【環境活動計画】を遂行する。

従業員　：　社の方針、部門の目標、計画に従って実行する。

環境管理責任者　：　社長が兼任する。

環境活動

社長

環境管理責任者

環境事務局

岡部部長

（ＥＡ２１推進委員会）
５Ｓ会議

環境事務局

藤井所長

役 割 分 担

環境活動の全体統括

本社

ﾘｰﾀﾞｰ 多和部長

サブﾘｰﾀﾞｰ 岡部部長

担当 海道次長

配送センター

ﾘｰﾀﾞｰ 藤井所長

サブﾘｰﾀﾞｰ 稲嶺

担当 福留

福冨

要件提起

評価・検証
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□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

トン
トン

㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　
※化学物質の使用はありません。

□環境経営目標及びその実績

【本社】

〇
〇

##########
〇

〇

〇

【配送センター】

〇
〇

〇

〇

✕

✕

✕

□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減
【本社】

【配送センター】

取組紹介欄

※グラフは全社合計

2021+2016

2022年

1,561 1,440

使用量が非常に少ないため活動目標のみとしています。
　　　       使用量は把握しています。

13,415 15,433

コロナ対策で換気の多様で空調電力が増加したと考えられる。全体的には目標達成手段の実施により
目標達成。今年度８５％達成したが次年度は上方修正して９５％を目標とする。今後も活動を継続。

2018年

使用量が非常に少ないため活動目標のみとしています。
　　　       使用量は把握しています。

15,292

9,521

1,869

914

98%

1,884 1,884

42,609

（基準年) （目標）

2024年

（実績）

3,603 5,842

7月6月 9月8月 10月
5,386 5,005 5,8637,185 5,386

3,340
6,5084,340

12月

7,119 4,891 3,938 3,548 5,208
4,696

80%

5,878 5,633

90%

11月

1,440

16,469 15,480

○

○

kg-CO2

1月

年間休日の増加（２０１９年度は前年より2日増年間124日） ○
定時退社日の設定（毎月第２水曜日） ○

3月2月

水道水の削減 ㎥

基準年度比

一般廃棄物の削減
kg 1,548

基準年度比

定時退社日の設定（毎月第２水曜日）

〇

○

不要照明の消灯（休憩時間・終業時や使用していないエリアを
極力消灯させる）

5月

残業１９時以降を届け制とする。（センターのみ） ○

6,366 5,618
7,157

年間休日の増加（２０１９年度は前年より2日増年間124日）

○

○

目標達成手段の確実な実施により目標達成。今後も活動を継続。次年度は有休消化の奨励を強化し
て、91%とする。

303% 90% 85%基準年度比 2013年
⑤省梱包化

段ボール購入費

空調温度の適正化（冷房２８℃・暖房２０℃を基準とするが状況
によっては、温度調整を行ない消すことも実施）

残業１９時以降を届け制とする。（センターのみ）

○

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

円 1,271,170 1,144,053 1,080,4953,847,193 1,144,053

数値目標 〇

90%

90%2021年

89%

905

98%

853

基準年度比
産業廃棄物の削減

自動車燃料による二酸化炭素
削減

1,730
96%

923

基準年度比 2021年 100%

10,449 10,410

1,889

9,517 9,626

92%
kg

99%

923

91%

基準年度比 2016年
kg-CO2 1,947 1,908

（実績） （目標）
評価

91,700

2022年 2023年基準値

（目標）（基準年) （目標）

水使用量

　産業廃棄物排出量

　一般廃棄物排出量

2020年 ２０２１年 2022年

20,775

24,486kWh
7,787

26,737 24,331

23,910
1,864

7,737

299
26,015
1,898 2,414

8,400

330309 335

26,737
7,652

0.318

24,063

2013 年当時

45,557

10,890

産業廃棄物の削減 kg 29,085

二酸化炭素総排出量 19,321

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2

一般廃棄物の削減
kg

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

100% 92%

廃棄物排出量

基準年度比
電力による二酸化炭素削減

97%

2,490

kg-CO2 8,502 8,502

22,932
項　目

基準年度比

上記二酸化炭素排出量合計

1,931

基準年度比 2011年

13,550
42,165

電力による二酸化炭素削減 kg-CO2

82%

自動車燃料による二酸化炭素
削減

kg-CO2 2,355

14,114

4月

6,200

水道水の削減

1,393

基準年度比 2014年 93% 101% 93%
20,36026,177 91,700 23,268

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値
評価

44,384 42,609
13,408

㎥

12,043

2022年 ２０２４年

（目標）

95%

2023年

37,871kWh

（目標）

基準年度比 2016年 96% 85% 96%

13,550

70%

58% 80%

1,372

80%90% 315%

空調温度の適正化（冷房２８℃・暖房２０℃を基準とするが状況
によっては、温度調整を行ない消すことも実施）

△

7,084 6,862

数値目標

不要照明の消灯（休憩時間・終業時や使用していないエリアを
極力消灯させる）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

電力（kWh） 2021+2016 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減
【本社】

【配送センター】

取組紹介欄

2016年

2022年

一般廃棄物の削減
【本社】

【配送センター】

2014+2021

2022年

【配送センター】
産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2018年

2022年

水道水の削減
【本社】

【配送センター】

179 189
225 248

6月

0
9月

12月

132

9月

123
153

コロナ影響で営業機会が少なくなり走行距離が減少した。目標達成手段の実施により目標達成。次年度
はコロナ終息に向かい営業活動が活発となので目標通り80%を目標とする。

7月

排水量削減については、使用量が少量（トイレ・手洗い・飲料水）の為、目標値は設けず今後も活動目標
とする。

9,460

244 242

0
180

11月 12月

213
200214 232 155 197

248248

6月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

8月

19,320

排水量削減については,使用量が少量の為、目標値は設けず今後も活動を継続。

0

目標未達。特需ガラリの回収廃棄（廃プラ）が大部分である。特需効果は収束したので次年度は目標通
り８０％で進める。

9,420 0
10月

8月 9月

8,820 12,670

取組結果とその評価、次年度の取組計画

6,750 8,395 8,270
0

125 103 128 44

7月 11月10月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

特需効果収束もあり目標達成。次年度は作業ミスの削減強化によりも目標通り９９％で進める。

180

12月

目標未達。特需効果により産業廃棄物増加。今後も活動を継続。

7月6月 10月8月

プリウスアルファ・軽自動車

効率的なルートで配送

取組結果とその評価、次年度の取組計画

142 190 160 195
11月

171 119

目標達成手段の実施により目標達成。今後も活動を継続。

110 159 126182 149

達成状況

数値目標 〇

古紙、シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○
作業ミスによる廃棄量の削減 △

分別の徹底 ○

○

△
○
　0

数値目標 ✕

作業ミスによる廃棄量の削減
両面コピー・縮小コピー・裏紙の利用

○
自動水栓取り付け
0 0

○

両面コピー・縮小コピー・裏紙の利用 ○

165
5月

✕

155 164
2月 4月3月1月

5,220
0

158 159

1月

数値目標

アイドリングストップ

65 140 115

5月

数値目標 〇
アイドリングストップ
エコドライブ（急発進禁止） ○

エリア別営業活動の見直し ○

公共交通機関の利用

効率的なルートで配送

達成状況

○

○

1月 2月

○

○

公共交通機関の利用

○

105 76

○

数値目標 〇

2月 3月 4月 5月

8,135 3,390 7,450 3,100
2,345 6,680 0 1,180

達成状況

節水シールの貼り付けとポスター掲示

在庫管理の改善（センター内の置き場の見直し） ○

節水弁取り付け

達成状況

220 209 230 218 173

ｼｽﾃﾑ改善 ○
0 0

分別の徹底

3月

節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○
節水弁取り付け ×
自動水栓取り付け ×
0 0

○

4月

エコドライブ（急発進禁止）

0

50

100

150

200

250

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ガソリン（L) 2016年 2022年

0

200

400

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

一般廃棄物（kg） 2014+2021 2022年

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

産業廃棄物（kg） 2018年 2022年
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【本社】
グリーン購入の推進

取組紹介欄

クールチョイスロゴ

【本社】
住環境改善に寄与する製品の開発・提供

【配送センター】
③作業改善活動

【配送センター】

⑤ｻｰﾋﾞｽの環境配慮

【配送センター】
⑤省梱包化

取組結果とその評価、次年度の取組計画

クレーム件数0件（ＩＳＯ９００１で管理）

〇

〇

0

取組を行っているが、特需の包装材が大部分であり未達成。特需は年内収束なので次年度は再度９
０％を目指す。今後も活動を継続。

0

〇
〇

ヒヤリハット提出がクレーム発生を未然に防止している。また、倉庫内のレイアウト変更、５S活動の実施
により作業性、安全性も改善され、作業員の意識も向上している。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

✕
達成状況

事務用品以外の購入は、無かった。グリーン購入は定着したので次年度からは目標から削除し、クール
チョイスに賛同など活動は継続する。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

人材育成に繋がった。次年度は5S勉強会を活用し人材育成を進める。顧客情報収集は営業会議と連携
する。人材育成 ○

顧客情報収集 ○

・関西へのデポへは、パレット輸送

0 0
0 0
0

ＩＳＯにて管理してクレームゼロを達成している。

〇

〇

0

取組結果とその評価、次年度の取組計画

・省梱包化に繋がる内容を検討する。
0

事務用品以外の環境配慮型製品を購入、使用す
る。 ○

0

0 0

倉庫内レイアウトの改善 〇
棚表示の改善

達成状況

・通い箱は、特定場所にてトラック輸送

0

事務用品(文具・事務用品）環境配慮型製品を積極的
に購入・使用する。 ○

安全対策の提案と実施

0

ヒヤリハットシートの提出と改善活動

〇

取組結果とその評価、次年度の取組計画

目的達成生産性向上の為、ﾛｰﾗｰ、移動式棚、コン ○

数値目標

達成状況
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□外部からの環境上の苦情・要望等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

本社：

センター：

□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境方針
　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇実施体制他

環境経営方針 □ 変更なし ☑ 変更あり 表現の整理
環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

2011年

２０１３年　７月　　　配送センターの照明を蛍光灯からＬＥＤ照明に交換した。

２０１５年　６月　　　本社　：　ライトバンを軽自動車に変更した。

２０１５年　７月　　　本社　：　プリウスをプリウスアルファに変更した。

２０１５年１０月　　　本社　：　事務所内の照明を半数を蛍光灯からＬＥＤ照明に変更した。

2022年6月 配送センターにマッスルスーツ（２着）導入した。

2018年10月

2022/4/27　火災訓練
AM9：30～9：40　警報装置を鳴らし、3階最深部の作業者及び事務所の全員が玄関先退去時間測定。9名　退去確認に30秒

適用される法規制

2021年7月

エコアクション21は17年を経過し、環境活動も定着している。２０２２年は、新型コロナウイルスによる営業活動の影響や特定製品の特需効果により産
業廃棄物は目標未達成となった。特需効果は収束したので目標達成手段の実施により活動を、継続する。
企業として今後も、コロナ対策を徹底し顧客の要求事項・安全配慮製品開発に注力し、企業価値向上に努めます。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

本社の従来からの蛍光灯在庫が無くなり翌年から蛍光灯が切れる都度、2017年12月

品質管理　セット部材の欠品チェック

消防設備の設置と点検

廃棄物処理法

顧客要求事項

日刊工業新聞及び、ＪＮＥＴ２１にて双葉実業（株）が紹介されました（平成２３年１２月１４日）キーワードは「カタログを持たない商社、建築金物特注品に強み」これも
エコアクション21を取得したことによる成果と思われる。

【前回の指示への取組結果】

業務用空調機・簡易点検記録

　　配送センターの屋根・外壁を塗装した。
　　（屋根には遮熱塗料を使用し現場環境を改善した）２０１７年　５月

事業系一般廃棄物、産業廃棄物（廃プラ等）

2022/4/27

2022/4/27　火災訓練
AM10：00～10：15　警報装置を鳴らし、3階・４階最深部の作業者及び事務所の全員が玄関先退去時間測定。19名　退去確認に40秒

本社・センター

消防法

フロン排出抑制法

配送ｾﾝﾀｰ内の業務用エアコン6台を省エネタイプへ交換した。

作業効率改善の為、専用ﾛｰﾗｰ・作業台・移動棚を用意した。

　全員

・利害関係者からの苦情・要請等
・環境上の問題点等

ＬＥＤ照明に変更していく。

2023年2月17日

      2023年に見直しを検討

苦情等はありませんでした。
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